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あ
と
が
き

『
紀
要
』
二
十
九
号
別
冊
は
、
二

0
0
0年
九
月
十
三
、
十
四
、
十
五
の
三
日
間
に
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
が
開
催
し
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

セ
ミ
ナ
ー
の
原
稿
と
記
録
を
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
時
点
で
刊
行
す
る
の
は
、
二

O
O四
年
度
に

開
始
し
た
、
共
同
研
究
「
グ
ロ

1
パ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
研
究
」

の
基
本
テ
キ
ス
ト
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

第
I
部
は
、
九
月
十
三
日
に
、
聖
学
院
大
学
一
四

O
一
教
室
で
開
催
さ
れ
た
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

こ
の
と
き

は

マ
ッ
ク
ス
・
ス
タ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
・
カ

l
ル
バ

l
ク
教
授
の
講
演
に
対
し
て
、
大
学
院
学
生
の
政
治
政
策
学
研

究
科
、
西
八
傍
平
和
、
佐
藤
貴
史
、

ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
学
研
究
科
、
坂
下
章
太
郎
の
三
名
が
質
問
者
と
な
っ
た
。
こ
の

大
学
院
学
生
の
質
問
は
、
ポ

l
ル
・
シ
ュ

l
専
任
講
師
が
翻
訳
を
し
、
予
め
講
演
者
に
質
問
が
手
渡
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

に
は
二
十
八
名
の
参
加
が
あ
り
、
三
日
間
の
国
際
会
議
の
前
哨
戦
と
な
る
実
り
豊
か
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
記
録

は
割
愛
し
た
。

第
H
部
は
、
九
月
十
四
日
に
、
池
袋
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ
ラ
ザ
十
二
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
原

稿
に
著
者
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
、
第
I
、
H
部
の
原
稿
を
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
』

(
A
4
判
で
二
五
六
頁
)

に
ま
と
め
参
加
者
に
配
布
し
た
。
英
文
原
文
と
翻
訳
文
を
対
訳
で
掲
載
し
た
。
こ
の
別
冊
で
は
『
資
料
集
』
と
略
記
し
た
。
講
演
原

稿
の
翻
訳
は
、
大
津
麦
助
教
授
と
相
津
一
特
任
講
師
が
担
当
し
た
。

な
お
、
第
一
、
第
二
部
の
英
文
原
稿
は
、
『
紀
要
』
二
十
六
号
、
二

O
O三
年
三
月
三

O
日
発
行
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。



第
皿
部
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
こ
の
第

H
部
の
講
演
原
稿
ど
お
り
で
は
な
く
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記

録
の
と
お
り
、
補
足
、
追
加
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
翻
訳
は
、
近
藤
正
臣
教
授
が
担
当
し
た
。
第
H
部
の
講
演
原
稿

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
に
訳
語
な
ど
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
敢
え
て
統
一
せ
ず
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
雰
囲
気
を
残
す
よ
う

に
し
た
。

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
は
一

O
一
名
で
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

「
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ

l
」
十
巻
四
号
二
四
|
二
六
頁
、
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

第
W
部
は
、
九
月
十
五
日
に
、
前
日
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
論
を
継
続
す
る
た
め
に
北
区
の
滝
野
川
会
館
の
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
で
あ
る
。
三

O
名
の
参
加
が
あ
り
、
「
国
際
」

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
議
論
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
記
録
は
、
当
日
の
テ

1
プ
か
ら
原
稿
に
起
こ
し
、
近
藤
正
臣
教
授
が
議
論
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

セ
ミ
ナ
ー
に
登
場
さ
れ
て
い
る
飯
坂
良
明
大
学
院
長
・
学
長
と
今
井
宏
客
員
教
授
は
、
二

O
O二
年
と
二

0
0

三
年
に
逝
去
さ
れ
、
内
容
を
校
閲
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

こ
の
三
日
間
を
と
お
し
て
、
英
語
か
ら
日
本
語
へ
の
通
訳
を
、
近
藤
正
臣
教
授
が
、
ま
た
日
本
語
か
ら
英
語
へ
の
通
訳
を
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
・

G
・
ク
レ

l
ラ
教
授
と
ポ

l
ル
・
シ
ュ

l
特
任
研
究
員
(
当
時
)
が
担
当
し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
議
は
財
団
法
人
ア
メ
リ
カ
研
究
振
興
会
の
助
成
を
受
け
開
催
さ
れ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所

二
O
O四
年
二
月
二

O
日
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